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高分子材料のナノ多孔化技術と構造解析 
～ 高付加価値を目指すこれからのプロセスと細孔評価技術 ～ 

 

スマホでお馴染みのLiイオン二次電池の構造の中で、電極間の接触を防ぎつつ Liイオンのみ

を効率的に通すために、セパレータと呼ばれる数十nmオーダーの均質な細孔構造を持つ高分子シ

ートが求められています。このような微多孔質高分子材料は、他にも液体や気体の分離膜・医療

用品といった付加価値の高い製品として利用されています。非常に広い製品分野を持っています

が、生産のためには高度な多孔化技術と細孔構造の計測・評価技術が必要不可欠です。 

相分離現象を利用した多孔化技術は簡便・低コストで素材やプロセス条件に選択肢が広く、工

業的に利用しやすい製造プロセスといえます。細孔サイズの微細化と連通構造の制御には課題が

ありましたが、我々は相分離現象を深く追究することで汎用高分子であってもナノ多孔化を実現

するナノ結晶化相分離技術を開発してきました。このプロセスでは、ナノファイバー状高分子が

分岐した3次元ネットワーク構造 

を自発的に形成するので、構造 

安定性と物質透過性に優れたナノ 

連結構造を持つ高分子多孔体が 

得られます。 

本講演では、汎用高分子の相分 

離現象を用いたナノ多孔化技術の 

展望と最新の細孔評価技術につい 

てご紹介します。これは、3次元 

構造を直接可視化する計測技術を 

活用することで、解析モデルに依 

存しない3次元構造の定量評価を 

実現するものです。 

 

日時 : 2019年 4月 23日(火) 14:00 ～ 17:00 

会場 : 物質・材料研究機構 千現地区 先進構造材料研究棟 5F コンファランスルーム 

【プログラム】 14:00 ～ 15:00 講演 

15:05 ～ 15:35 実験室見学 

15:40 ～ 17:00 質疑応答・懇談（茶菓代 200円） 
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